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本日のお品書き
• 自己紹介

– これまでのキャリア
• 学部生、大学院生→ ポスドク研究員→ 専門図書館運営

• いまやっていること
常 企 開発– 日常＋企画・開発

– ウェブサービス
機関リポジトリソフトウ ア S iD 海外との共同開発• 機関リポジトリソフトウェア eSciDoc ‐海外との共同開発

• 研究者総覧サービス
• 図書館利用者向けサービス、業務サービス
• 研究的に

– ウェブサービス：ふわっと検索
– 被験者実験：CRES共同研究被験者実験：CRES共同研究

• まとめ
• おまけ：学生時代にやっておいてよかったことおまけ：学生時代にやっておいてよかったこと
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自己紹介自己紹介

• 高久雅生 （たかくまさお）• 高久雅生 （たかくまさお）

– 所属: 独立行政法人物質・材料研究機構（NIMS）

– 部署: 企画部科学情報室

– 職位: 主任エンジニア
図書室の運営

ポータルサイトの運営職位 任 ンジ ア

• 経歴:
1994年4月 図書館情報大学 図書館情報学部入学

ポ タルサイトの運営
学術雑誌の編集事務局

– 1994年4月 図書館情報大学 図書館情報学部入学

– 2004年9月 筑波大学図書館情報メディア研究科博士
後期課程修了

• 博士（情報学） 10年近く、つくばの春日キャンパス
に生息していました
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これまでのキャリア（学生時代）
• 学部生

– 入学当初：WWWの黎明期: Mosaic世代?（Mosaic, 
N ）Netscape, ...）

• 日本語のウェブページがすべて見れた時代！

– 卒研：オリエンテーリングをウェブで実現卒研：オリエンテ リングをウェブで実現
• 標高付き地図データ＋3次元リアリティ

• 院生院生
– 学内ページを対象にした検索エンジン（ULIS‐Search）
– 検索エンジンNamazu開発プロジェクトに参加

• オープンソースソフトウェア
• サイト内検索として当時もっともよく使われていたツール

大規模書誌デ タ検索システム構築（JAPAN/MARC 約– 大規模書誌データ検索システム構築（JAPAN/MARC; 約
100万件）

– 博士論文：「相互連携可能な情報提供システムの研究:博士論文： 相互連携可能な情報提供システムの研究: 
用語体系および検索システムへの適用」
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Masaic
http://bakkers.gr.jp/~mal/old/essay/saru/saru‐mosaic‐nomal.gif

Masaic
最初期のブラウザ
Mosaic
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これまでのキャリア（就職後）これまでのキャリア（就職後）

• ポスドク研究員（国立情報学研究所）

– NTCIR‐5 WEB: 日本のウェブページ収集と検索シス
テム構築

• 1億ページ（1.5TB）、データ処理

– KAKEN: プロトタイプシステムの構築
• 15万人の日本の大学・研究機関研究者、マイニング

• http://kaken.nii.ac.jp

• エンジニア（2008年9月～現在）
– 所内向けウェブサービスの運営所内向けウェブサ ビスの運営

– 専門図書室の運営
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いま、何をやっているのか？
• 物質・材料研究機構

– （材料研究：鉄鋼材、ガラス、セラミックス、超電導、（材料研究：鉄鋼材、ガラス、セラミックス、超電導、
生体材料など）

– 約1 200名の研究員（非常勤 外来 研修生なども– 約1,200名の研究員（非常勤、外来、研修生なども
含め）

主任エンジニア• 主任エンジニア

• 所内向けウェブサービスの開発

– 機関リポジトリ： NIMS eSciDoc

研究者総覧サービス– 研究者総覧サービス

• 図書室の運営

– 電子リソースのサポート対応
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機関リポジトリ機関リポジトリ
• 所内のひとが書いた論文、書籍などを保存し、公開・
発信するプ ト ム発信するプラットフォーム
– セルフアーカイブ

開発しているシステム NIMS S iD• 開発しているシステム：NIMS eSciDoc
– Max‐Planck Digital Library（MPDL）との共同開発

• 私がやってること
– （システム開発）例えば、日本語対応機能のやり取り（システム開発）例えば、日本語対応機能のやり取り

• インタフェース言語の追加
• 日本語データ処理の追加

– 検索機能：日本語分かち書き– 検索機能：日本語分かち書き
– 著者名表記

– （運営）NIMS研究者アカウントの管理、論文の一括登録
MPDLとの相互訪問や情報交換– MPDLとの相互訪問や情報交換
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共同開発の実態共同開発の実態

S iD プロジ クト• eSciDocプロジェクト

– FIZ: コアサービス

• 認証、データストア、検索まわりなど

– MPDL: アプリケーションア リケ シ

• 仕様策定、実装、GUI設計、テスト

• NIMS:開発&運用• NIMS: 開発&運用

– 日本で必要な機能の追加実装 = 日本語化（ローカ
ライズ）ライズ）

– NIMSで必要な新機能提案 = 仕様設計
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NIMS eSciDocの全体像
NIMS研究者総覧

研究者

NIMS eSciDocの全体像

セルフアーカイブ

研究情報発信
アウト
リ チ

研究情報発信
プラットフォーム
（CMS）

リーチ

論文別刷

書籍原稿書籍原稿

装置マニュアル 実験写真

文書系
PubMan

画像系
Faces

アクセス統計
可視化
サービス

参考文献

報告書等

筑波大学オムニバス講義一体的な相互連携・相互リンクからセルフアピールまで

サ ビス 報告書等
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日本語・英語のインタ
フェースの切り替え
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日本語著者名表記の問題
• 文献リストの中で：

– 小西 智 &轟 眞 (2010) BibTeX文献リストを用いた– 小西, 智., & 轟, 眞. (2010). BibTeX文献リストを用いた
研究成果発信・管理支援システム …

• →イニシャルになってしまっている 欧米文化がそのまま適• → イニシャルになってしまっている。欧米文化がそのまま適
用されてしまった例。

本当は： 「小西智也 &轟眞市 (2010) 」 とすべき– 本当は： 「小西智也 & 轟眞市 (2010)… 」 とすべき…。

• 私がやっていること：

– 問題の発見、報告、修正（のための議論）

– ネイティブでないとわからない問題はいくつもある。ネイティブでないとわからない問題はいく もある。
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MPDLとの共同開発
打ち合わせ、情報交換

相互訪問• 相互訪問
– MPDL 訪日: 5回

• 2008年7月, 2008年11月, 2009年3月
• 2009年9月
• 2010年7月

– NIMS訪独: 5回
• 2008年9月（2週間）, 2009年1月（1週間）

• 2009年6月（1週間）, 2010年3月（1週間）

年 月（ 週間）• 2010年11月（2週間）

• ビデオ会議：年に6回程度
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MPDLエントランスMPDLエントランス
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MPDLミーティングルームMPDLミーティングルーム
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MPDL風景MPDL風景

開発チームの部屋１
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MPDL風景MPDL風景

オープンスペース
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ミュンヘンの街は?ミュンヘンの街は? Octoberfest 2008
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研究者総覧サービス研究者総覧サービス

研究所 どんな研究員が るか そ 情報を• 研究所にどんな研究員がいるか、その情報を
公開して、ひろく共同研究相手を探したりなど
し もらうため 公開サ ビしてもらうための公開サービス

• NIMSでは、新しい研究者総覧サービスを機、新 研究者総覧 を機
関リポジトリと連携して公開するための準備
を進めてきたを進めてきた
– 2010年10月に、研究者総覧サービスを公開。

– 常勤研究職員約700名を対象– 常勤研究職員約700名を対象。

– http://samurai.nims.go.jp/
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研究者総覧サービス研究者総覧サービス

私が る• 私がやっていること

– （システムの設計、開発、運営）（シ テ 設計、開発、運営）

– データフローの構築

• 人事情報 研究業績情報 機関リポジトリNIMS eSciDoc• 人事情報、研究業績情報、機関リポジトリNIMS eSciDoc

• 所内各部署とのやり取り、調整

デ タの整備– データの整備

– システムの開発

– 書誌データ、人物データの修正など
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NIMSデジタルライブラリー
（NIMS eSciDoc）NIMS公式

ホ

研究者総覧サービス
におけるデータフロー

ホーム
ページ 研究者ポートフォリオ

②キーワード（分野情報）

発表文献情報
（PubMan）

②キーワード（分野情報）
の追加

⑤データ公開・相互リンク

② DOI情報追加

研究者総覧サービス
（samurai.nims.go.jp） ④ DL情報取り込み

NIMS所内業務
システム

③ DLデータ出力
（業績情報＋研究者情報）所内情報統合DB

C. 論文本文

アップロード
＋論文情報

編集

B. 確認＋研究紹
介情報の編集

特許データ
（XML, SGML）

①名寄せ、データ統合

A. データ
入力

総務課 IT室人事課

データ入力/業務利用

研究職員評価室

評価 / 業務
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システム開発システム開発

人事情報デ タベ スの情報を整理して表示• 人事情報データベースの情報を整理して表示
– ユニット単位データ、人名インデックスを元に一覧表示
日本語版 英語版– 日本語版・英語版

– 研究ユニットごとにリクエストに応じたカスタマイズ
• ポスドク研究員も一覧に加えてほしいポスドク研究員も 覧に加えてほしい
• 研究者を限定して表示してほしい

– 一部職種は表示しないように、外部からきているひとは表示しない
ように などように、など。

• 外部データベースとのやり取り
– トムソン・ロイター社 ResearcherID.comサービスや国トムソン ロイタ 社 ResearcherID.com サ ビスや国
立情報学研究所KAKENサービスへの一括登録機能の
開発
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人事データ・論文書誌データの修正 確認など人事データ・論文書誌データの修正、確認など

論 情報 得• 論文DOI情報の取得

– ウェブAPI : crossref.org へのクエリ、照合ウ g ク リ、照合

• 著者名部分の情報の正確性

あとから修正できるようにする必要あり– あとから修正できるようにする必要あり。

• 職位、部署名など、人事情報の正確さを確認

– 各部署とやり取り、調整

• NIMS eSciDoc とのデータ連携統合• NIMS eSciDoc とのデ タ連携統合
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図書館サービス
• 専門図書室の運営

– 物質・材料分野の専門書 専門雑誌– 物質 材料分野の専門書、専門雑誌
– 研究情報の大部分はEジャーナル、Eブックに移行
– おもに3拠点（千現、並木、桜）

• 総蔵書数16,000冊程度

• 図書担当スタッフ：2.5名 (?)
業務は大部分無人化 貸出 返却はセルフなど– 業務は大部分無人化：貸出・返却はセルフなど

– 利用者対応に加え、所蔵・購読していない論文を外部か
ら複写・貸出してくる業務がメイン複写 貸 業務

• わたしがやっていること
– 電子リソース担当

• 論文データベース/Eジャーナル/リンクリゾルバー（SFX）周りの不
具合・サポート対応

• 図書室端末PC（千現2台, 並木1台） の管理、サポート
• （図書貸出返却システム、OPACシステムの開発）
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NIMS図書室
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（研究者として）（研究者として）

わ 連検索• ふわっと関連検索ツール

– 文書検索のサービス文書検索のサ

– http://fuwat.to

• CRES共同研究

– ウェブ探索行動を被験者を使って実証研究
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「ふわっと関連検索」「ふわっと関連検索」

書類似度 基づく 書検索
利用サイト公開中• 文書類似度に基づく文書検索

– 検索キーワードを考えなくともよい

利用サイト公開中
http://fuwat.to

検索キ ワ を考えなく もよ

– 文書特徴量をそのまま利用できる

文書類似度の計算エンジンを積んでいない• 文書類似度の計算エンジンを積んでいない
普通のキーワード検索だけの検索ツールで
文書検索したい！

• 一回の検索要求に対して キーワード検索を回の検索要求に対して、キ ワ ド検索を
複数回/複数パターン実行
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「ふわっとCiNii関連検索」

http://fuwat.to/cinii
41



42

http://fuwat.to/cinii?url=http%3A%2F%2Fwww.tomii.cs.it‐
chiba.ac.jp%2FkashikaJRAIL.pdf



「ふわっと関連検索」システムの概要

？ わ
リクエスト
？ ふわっと

関連検索

Webページ

本文抽出

特徴語抽出

論文

特徴語抽出

検索クエリ発行
論文データ
ベース論文

テキスト

ベ ス
(CiNii)類似度計算

検索結果併合テキスト 検索結果併合

レスポンスレスポンス
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実装:クエリ発行と検索結果併合実装: クエリ発行と検索結果併合

特徴語上位 件をク リ発行• 特徴語上位 n 件をクエリ発行
– n回のクエリ発行

ゼ な も を除• ゼロヒットになるものを除外

– (w1,…,wn) の各語をAND結合し、クエリ発行 （AND）
ゼ ヒ トにな てしまう場合は 重みの低い特徴語から除• ゼロヒットになってしまう場合は、重みの低い特徴語から除
外して、(w1,…,wn‐1) の各語として、クエリ発行。

– 以下、指定した表示件数が得られるまで続行。

– ※「CiNii関連検索」においては n = 10 を採用

– ※CiNiiが提供するOpenSearch APIを通じて検索

得られた検索結果を重複除去し 最終的な検索• 得られた検索結果を重複除去し、最終的な検索
結果とする。
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文書類似度に基づく関連論文検索
「ふわっと関連検索」「ふわっと関連検索」

• 検索キーワードを考えなくともよい
利用サイト公開中

http://fuwat.to
（対応検索サ ビス募集中）検索キ ワ ドを考えなくともよい

• 文書特徴量をそのまま利用できる

（対応検索サービス募集中）

• キーワード検索しかサポートしてない検索
ツールを対象とした類似文書検索ができるよツ ルを対象とした類似文書検索ができるよ
うになる

回の検索要求に対して キ ワ ド検索を• 一回の検索要求に対して、キーワード検索を
複数回/複数パターン実行

• 新聞記事を対象とした評価実験

– 適合度順ランキング10位時点での精度：平均– 適合度順ランキング10位時点での精度：平均
0.25 49



まとめ

• 研究所内外の学術情報の取り出しから発信まで

– 機関リポジトリ、研究者総覧、専門図書室運営

– 研究者の活動、ニーズによりそったシステムの要件と研究者の活動、 ズによりそったシステムの要件と
その研究開発

– 電子的なリソース管理やシステム開発を中心に電子的なリソ ス管理やシステム開発を中心に

– 部署間の調整やデータ交換の仕組みを設計、開発

（おまけ的に）研究活動も忘れずに 国内の情報科学– （おまけ的に）研究活動も忘れずに。国内の情報科学
研究の最前線にも付いていく。
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（おまけ）学生時代にやっておいて
よかったこと

• 失敗もしてみる• 失敗もしてみる
– データディスク消失

– 学内Googleブロック事件– 学内Googleブロック事件

• 外部のプロジェクトと関わる
– オープンソースソフトウェアオ プンソ スソフトウェア

– 力試し

• 大は小を兼ねる：大きなデータを扱う癖を知る大は小を兼ねる：大きなデ タを扱う癖を知る
– 3日くらいかかるプログラムを実行する

– 最初によく考えてから処理に取り組む最初によく考えてから処理に取り組む

• 図書館運営に親近感
– なんとなくあれ全方位的にどんなサービスがあるか分かるなんとなくあれ全方位的にどんなサ ビスがあるか分かる
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Thank you!Thank you!
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